
指定管理者候補者の選定結果について 

江南区健康福祉課所管の２つの老人憩の家について、施設の設置目的を効果的に達成するものとし

て、以下のとおり指定管理者候補者を選定しました。 

施設名及び所在地 指定管理者（候補者） 

新潟市老人憩の家両川荘 

新潟市江南区嘉瀬１０４７番地２ 
両川地区コミュニティ協議会 会長 豊岡 克 

新潟市老人憩の家曽野木荘 

新潟市江南区天野２丁目８番１号 
曽野木荘運営委員会 会長 藤巻 仁 

選定理由等 

施設の概要 

老人憩の家は、高齢者の健康を保持し、その福祉を図るために設置された施設で

ある。施設には、大広間や入浴設備等があり、地域の高齢者の交流・生きがい施

設として利用されている。 

募集形態 
非公募（両川荘） 

公 募（曽野木荘） 

指定期間（予定） 令和６年４月１日～令和１１年３月３１日 

指定管理者 

申請者 

評価会議

委員  和田 直子 （学校法人新潟医療福祉大学看護学部看護学科准教授） 

委員  風間 優輝 （税理士法人いろは会計新潟事務所公認会計士・税理士）

委員  竹石  保 （社会福祉法人新潟市江南区社会福祉協議会事務局長） 

委員  横木 秀実 （新潟市江南区両川地区民生委員児童委員） 

委員  桜田 博治 （新潟市江南区曽野木地区コミュニティ協議会会長） 

評価基準 

１ 評価項目 

① 施設運営に対する意欲と平等利用の確保 

 ・申請の動機 ・運営理念、基本方針 

② 健全な運営を確保し、施設の効用を最大限に発揮しているか 

・健全な運営確保と経費節減の取り組み 

・要望・苦情への対応とサービス向上の取り組み 

・利用促進の取り組み   ・地域、関係機関との連携 

③ 事業計画に沿った管理を安定して行う能力 

 ・申請者の実績      ・職員配置、職員の資質向上の取り組み 

 ・事故防止、緊急時の対応 ・衛生管理、感染症等の対策 ・個人情報の保護

２ 評価 

５段階で評価（評価項目別及び総合評価）

評価会議に 

おける評価 

評価会議では、所管の老人憩の家２施設について、申請者から提出された事業計画

書等の資料に基づき評価を行い、申請のあった２団体について「適」と評価された。

選定理由 

指定管理者申請者評価会議の結果などをもとに総合的に検討した結果、申請者は老

人憩の家の指定管理者として適切であると認められたため、指定管理者候補者に選

定することとした。 
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スケジュール 

評価会議（第１回）  令和５年８月７日 ※選定関係書類の事前確認等 

指定申請書等の受付  令和５年９月１９日～９月２７日 

評価会議（第２回）  令和５年１０月１１日 ※申請者提出書類の評価 

※今後、市議会での審議・議決を経て、指定管理者に指定される。 

所管部署 

(問い合わせ先)

江南区役所 健康福祉課 高齢介護担当 

ＴＥＬ：０２５－３８２－４３８３（直通） 

E-mail：kenko.k@city.niigata.lg.jp

【参考】現指定管理期間の評価（令和２年４月～令和５年３月） 

施設名 指定管理者 総評

新潟市老人憩の家 

両川荘 

新潟市江南区老人クラブ

連合会曽野木地区協議会

地域の高齢者の介護予防の拠点として活動を

進めている。将棋や地元の人が談話する場とし

て、地域の高齢者の寝たきり予防や閉じこもり予

防に努めた。 

新潟市老人憩の家 

曽野木荘 

新潟市江南区老人クラブ

連合会曽野木地区協議会

江南区内の老人憩の家で最も利用者数が多い。

民謡教室等の開催の他、地域の茶の間の会場とし

て施設利用を行うようになり、地域交流の場とし

て重要な施設である。 



【参考】評価結果 

選定基準・評価項目 採点基準 両川荘 曽野木荘

○施設運営に対する意欲があるとともに、平等利用が確保されること  

評
価
項
目

申請の動機 

公の施設の管理運営を行うのにふさわしい内容と

なっているとともに、施設の管理運営について積極

的な意欲があるか。 

２１ ２１ 

運営理念・基本方

針 

運営理念及び基本方針が、公の施設の管理運営に

ふさわしい内容であるか。 
４４ ４２ 

○健全な運営を確保するとともに、施設の効用を最大限に発揮していること  

評
価
項
目

健全な運営の確

保及び経費節減

の取り組み 

・施設の管理運営に係る経費が適切に見込まれてお

り、健全な運営が確保されているか。 

・サービス水準の維持・向上を確保した上での、経

費節減の取り組みが具体的に提案されており、そ

の提案に実現性があるか。 

４０ ３８ 

要望・苦情への対

応とサービス向

上への取り組み 

利用者からのニーズを把握しながら、適切な対応

を行うとともに、地域から喜ばれる施設を目指して

いるか。 

６３ ６３ 

利用促進に向け

た取り組み 

利用促進（利用者の確保）に向けた考え方が優れ

ており、取り組みの提案に具体性・実現性があるか。
３４ ３６ 

地域・関係機関と

の連携 

地域の団体・関係機関との連携・協力体制を図り、

地域から喜ばれる取り組みが優れているか。 
４２ ４２ 

○事業計画に沿った管理を安定して行う能力を有していること  

評

価

項

目

申請者の実績 
同種施設や同規模以上の施設の管理運営実績が十

分にあるか。 
１９ １７ 

職員配置・職員の

資質向上の取り

組み 

施設の管理運営に必要な人材・人数が適正に見込

まれ、良質なサービスが提供され得る職員配置と勤

務体制が確保されているか。また、職員への教育や

研修など資質の向上に向けた取り組みが優れている

か。 

４０ ３６ 

事故防止、緊急時

の対応 

・事故防止など、利用者の安全の確保に係る取り組

みが具体的に示されており、その内容が優れてい

るか。 

・事故や災害発生時の対応が具体的に示されており、

その内容が優れているか。 

３８ ３８ 

衛生管理、感染症

等の対策 

浴室等の衛生管理や感染症等の予防を行うととも

に、発生時の対応や再発防止に関する考え方と具体

的な方策が適切か。 

４２ ４２ 

個人情報の保護 
個人情報保護に関する考え方、情報管理体制が適

切か。 
２０ ２０ 

 合計（５００点満点） ４０３ ３９５ 


